
 
 
 

 
 

令和７年度　学校だより 那覇市立城南小学校 
令和７年６月25日 

第　 18号 
文責 ： 校長 田島正敏

〔 学 校 教 育 目 標〕 
 自律的に学び、認め合い、 
 ともに成長しようとする児童の育成 

　写真はある学年の男子トイレのスリッパの様子です。「一足もそろったスリッパがないのは見事である」と思わず写
真を撮ってしまいました。私が指導主事をしていた頃、学校を訪問して真っ先に見るのは児童玄関の靴箱やトイレでし
た。履き物がきちんとそろっていない学校は、児童が落ち着かなかったり、先生方が疲弊して活力がなかったり課題を
抱える学校(学級)であることが多かったです。玄関（昇降口）を見れば、その家（学校）のレベルや生活態度がよく分
かるといいます。玄関（昇降口）は家（学校）の顔です。こんなスリッパの脱ぎ方をしている子達は家ではどうしてい
るのかななどと考えていると、なんと救世主が現れ、すべてを揃えてくれました。特に、みんなで使うスリッパを揃え
ることは、思いやりにもつながります。自分がトイレに入ろうとしたときにバラバラのスリッパから右足と左足のもの
を探して履くなんてイヤですよね。次に使う人の気持ちも考えて揃えておいてほしいです。 
　履き物の乱れは心の乱れとはよく言ったものです。履き物について長野県にある円福寺のご住職が記された「詩」を
紹介します。 
⇒　はきものをそろえると 心もそろう     心がそろうと はきものがそろう 
　　ぬぐときにそろえておくと　　　　　　はくときに心が1みだれない 
　　だれかが みだしておいたら　 　　　　だまってそろえておいてあげよう 
  　そうすればきっと　                  世の中の人の心もそろうでしょう

「にんじゃりばんばん」と「オトナブルー」の演奏を聴かせ
てくれました。来年の２月に熊本で行われる九州大会派遣が
決まっているそうです。楽器をやってみたい人は PTA 事務の
小橋川さんまでお問い合わせください。

　先週末の「ハグ＆お手伝い」の取り組みをいただいていますので紹介します。 
○日曜日にお父さんと一緒に車を洗いました。ぬれたところをふいてピカピカになりました。お父さんにお手
　 伝いありがとうとほめられてうれしかったです。（お母さんのコメント）お父さんが喜んでいました。お手伝い

　 ありがとう。また、ハグしようね。 
○「やったー！今日は学校お休みだ！」とベッドの上でとびはねるりょうた。「ぎゅうさせてー!!」と言うととびつい

□　 てきました。プニプニほっぺをなでながら親子で幸せな朝 　 その後、その日は自分からお手伝いもしてく
　 れました。手伝いしたらギューと思っていましたが、逆も効果的でした。 
○わたしはお皿洗いのお手伝いをしました。お皿洗いをやって感じたことは、こんなに多い洗い物をいつもお

　 母さんはやっているんだなと思いました。私ができることがあったら手伝ってあげたいなといました。 
○私がやったお手伝いはくつ並べです。くつを並べるだけじゃなくて,次の日に使わないものは靴箱に片付けて

　 使うものは出して並べました。ハグはお母さんとお父さんとしました。 
取り組みをたくさん紹介したいです。子どもたちの日記や「がんばりノート」にメモ程度でよいので

過疎区の触れ合いやお手伝いをお寄せください。

　　　　　　　　　　　　　　　　朝から暑い日が続いています。夏の晴天の日は休み時間に屋外で遊ぶときは帽子を
かぶることを義務づけています。登校する児童を見ると、およそ３分の２程度が帽子をかぶっていません。できるだけ
登下校中も帽子を着用してほしいと思います。熱中症警戒アラートが発表されると原則、屋外での体育等は中止となっ
ています。学校では、こまめに水分をとることや体育でも休憩を多くとりながら、軽い短時間の運動に切り替えるなど
熱中症対策を心がけています。 

　 みごとにバラバラ！どうしようかなぁ･･･　 ⇒　 　 　 　 救世主現る       ⇒　 　 　 きれいに並べてくれました


